
科目の情報 令和4年度

科目コード A315

授業科目名 在宅看護学実習
授業科目名（英文） Clinical Practice in Home Care Nursing
講義室等 実習施設
学科 看護学科
対象学年 4年
開講学年 前学期
必修・選択の別 必修
単位数 1
時間数 45
該当ディプロマ ◎看ＤＰ-３、看ＤＰ-１、看ＤＰ-２、看ＤＰ-４、看ＤＰ-５
学科
対象学年
開講学年
必修・選択の別
単位数
時間数
該当ディプロマ
担当教員 野元　由美
授業の概要 在宅療養者・家族に対する在宅ケアの実際から、在宅看護の特徴を理解する。在

宅看護職の実際の活動を通して地域包括ケアシステムにおける在宅看護職の役
割、多職種連携・協働の意義について学修する。

授業の到達目標
（学修効果）

１）在宅療養者への看護の実際から在宅看護の特徴が理解できる
（1）在宅療養者の療養生活上の課題／ニーズについてアセスメントできる
（2）在宅療養者の意思決定支援の必要性について説明できる
（3）療養者の個別性を尊重した療養生活を継続するために必要なケアに
　　 ついて説明できる
２）在宅療養における家族の意義と役割、看護の必要性が理解できる
（1）在宅療養における家族の意義と役割について説明できる
（2）家族への看護の必要性とその内容について説明できる
３）在宅療養の支援に必要な社会資源およびその活用方法を学ぶ
    ことができる
（1）介護保険・在宅療養に必要な制度の仕組みを理解できる
（2）介護保険制度における居宅介護支援に関する具体的ケア提
     供の方法を理解できる
（3）介護支援専門員（ケアマネジャー）への同行から療養者を
     取り巻く関係施設、各専門職との連携、ケアマネジメント
     の実際について説明できる
４）地域包括ケアにおける多職種連携・協働の意義、および看護
    職が理解できる
（1）療養者が望む在宅療養の継続に必要な多職種間の連携方法
     と内容が説明できる
（2）療養の「場」の移行時に必要な連携方法と内容が説明できる
（3）在宅療養を支える地域の資源について考察できる
（4）看護の継続に必要な情報交換・共有について説明できる
（5）在宅ケアチームにおける看護職の役割について説明できる
５）看護学生としての役割・責任を認識し、自己課題を明確にできる
　（1）チームシップを意識した主体的な言動がとれる
　（2）実習上取り扱う要配慮個人情報に対して適切な言動がとれる
　（3）教員や指導者に主体的に報告・連絡・相談ができる
　（4）自己の学習を振り返り、課題を明らかにできる

予習復習の所要時間 実習時間45時間
成績評価方法 訪問看護師同行訪問プロセス（40％）、各施設における看護実践場面（40％）、

グループワーク/カンファレンスへの取り組み姿勢（20％）、とし、60点以上を
合格とする。

教科書
参考書 ウィル訪問看護ステーション編：在宅ケアナースポケットマニュアル　2019　医

学書院
各市町村の介護保険パンフレット　2020年版

その他 ＊詳細については臨地実習要項及び実習の手引きを参照すること。



A315 在宅看護学実習 令和４年度

実習の形態 実習担当者

1

第1週目 1日目：オリエンテーション
2～5日目：訪問看護ステーション、居宅介護支
援事業所等の地域・在宅看護施設で実習
＊臨地カンファレンスあり

・1日間　実習の手引きに基づき、実習
方法、場所等のオリエンテーションおよ
びグループワーク（全体）
＜Aグループ＞
・3日間　訪問看護ステーションで訪問
看護師同行訪問
・1日間　学内学習
＜Bグループ＞
・2日間　在宅関連施設で実習
・1日間　ケアマネージャー実習
・1日間　学内学習

野元　由美
丸山　泰子

2

第2週目 1日～4日目：訪問看護ステーション、居宅介護
支援事業所等の地域・在宅看護施設で実習
　＊臨地カンファレンスあり
5日目：実習報告会・まとめ（学内）

＜Aグループ＞
・2日間　在宅関連施設で実習
・1日間　ケアマネージャー実習
＜Bグループ＞
・3日間　訪問看護ステーションで訪問
看護師同行訪問
・1日間　学内学習

・1日間(最終日)：実習全体報告会

野元　由美
丸山　泰子

実習内容・実習場所

授業計画(臨地実習・卒業研究）


